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今
、子
育
て
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。か
つ
て
は
、家
族
だ
け

で
な
く
、地
域
で
も
子
育
て
が
行
わ
れ
、子
ど
も
は
家
族
以
外
に
地
域
社
会

や
異
な
る
年
齢
の
子
ど
も
の
集
団
の
中
で
自
然
に
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、核
家
族
化
が
進
展
す
る
中
で
、子
育
て
中
の
家
庭
の
孤
立
化
や
共

働
き
家
庭
、ひ
と
り
親
家
庭
の
増
加
な
ど
、子
ど
も
が
育
つ
環
境
、子
ど
も

を
育
て
る
環
境
は
ず
い
ぶ
ん
と
変
化
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、那
須
烏
山
市
で
は
、地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て

を
支
え
て
い
く
た
め
に
、様
々
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の「
広
報
な
す
か
ら
す
や
ま
」で
は
、「
子
育
て
」を
テ
ー
マ
に
本
市

の
子
育
て
支
援
事
業
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る「
子
育

て
応
援
ブ
ッ
ク
」を
ご
覧
に
な
る
か
、こ
ど
も
課
緯
0
2
8
7－

　

－

7
1

88

1
6
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

LET'S
EN
JO
Y
樺
K
O
S
O
D
A
TE！

那那
須須
烏烏
山山
でで

子子
育育
てて
しし
よよ
うう
。。

◆特集◆
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わ
が
国
の
年
間
の
出
生
数
は
、近
年

は
増
加
と
減
少
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

緩
や
か
な
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、合
計
特
殊
出
生
率
に
つ
い
て
も
、

平
成　

年
に
は
過
去
最
低
の
1
・　

％

17

26

に
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。

　

こ
こ
、那
須
烏
山
市
で
も
例
外
で
は

な
く
、総
人
口
に
占
め
る
老
年
人
口（　
65

歳
以
上
）の
割
合
が
増
え
る
一
方
で
、生

産
年
齢
人
口（　
歳
～　

歳
）、そ
し
て
、年

15

64

少
人
口（
0
歳
～　

歳
）の
割
合
は
、減
少

14

傾
向
に
あ
り
ま
す（
表
1
参
照
）。

　

合
計
特
殊
出
生
率
に
つ
い
て
も
平
成

　

年
の
調
査
で
、本
市
は
1
・　

％
と
、

26

36

全
国
の
1
・　

％
と
比
べ
て
低
い
結
果

42

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
の
中
、本
市
で
は
、よ

り
子
育
て
を
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
、多
様
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
や
、子
育
て
世
代
の
育
児
負
担

の
軽
減
な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成　

年
に
は
、子
ど
も
・
子
育
て
支

27

援
事
業
計
画「
す
く
す
く
こ
ど
も
プ
ラ

ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画
は
、

①
こ
ど
も
の
成
長
や
発
達
を
支
援
②
親

が
自
信
を
持
っ
て
子
育
て
で
き
る
よ
う

支
援
③
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し

て
、「
み
ん
な
で
支
え
合
い
親
子
が
安
心

し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
那
須

烏
山
」を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、本
市
の
特

性
を
踏
ま
え
、地
域
全
体
で
子
ど
も
と

親
の
成
長
を
支
え
な
が
ら
、す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
の
び
の
び
と

育
ち
、親
が
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
安
心

し
て
子
育
て
や
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と

が
出
来
る
よ
う
多
様
な
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

幼
児
教
育
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

　

で
は
、次
の
ペ
ー
ジ
で
ど
う
い
っ
た

子
育
て
支
援
が
あ
る
の
か
詳
し
く
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

◆特集◆ 那須烏山で子育てしよう。

本
市
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

人
口
は
？
出
生
率
は
？

表1：那須烏山市の年齢　区分別人口の推移3

総 人 口
年少人口
生産年齢人口
老年人口

33,562
7,367
21,793
4,402

S55
33,854
7,350
21,580
4,924

S60
33,699
6,471
21,470
5,758

H2
33,535
5,639
20,974
6,922

H7
32,790
4,699
20,343
7,748

H12
31,152
3,855
19,182
8,115

H17
29,206
3,340
17,614
8,252

H22
27,391
2,881
15,566
8,944

H27
25,617
2,440
13,808
9,369

H32
23,839
2,106
12,353
9,380

H37
22,098
1,844
11,166
9,088

H42
20,363
1,654
10,041
8,668

H47
18,566
1,486
8,823
8,257

H52

（国勢調査）（平成27年以降は社人研推計値）

（年）

（人）
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那須烏山市の子どもの人口（資料：住民基本台帳※各年　月　日現在）4 1

最新の推計人口人　　口
平成31年度平成30年度平成29年度平成28年度平成27年度平成26年度平成25年度平成24年度平成23年度年齢
8488819089661,0081,0491,0711,1191,182　～　歳0 5未就学児

1,0661,1341,1811,2081,2271,2641,3381,3561,405　～11歳6小 学 生
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赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に

１.

不
妊
治
療
費
助
成

　

保
険
適
用
外
の
治
療
費
の
２
分
の
１

の
額
と
し
、１
年
度　

万
円
を
限
度
に

20

通
算
５
年
ま
で
助
成
し
ま
す
。（
た
だ
し
、

国
・
県
・
医
療
保
険
よ
り
不
妊
治
療
の
助
成
が

あ
る
場
合
は
、
優
先
し
て
受
け
て
い
た
だ
き
、

そ
の
額
を
控
除
し
た
額
と
な
り
ま
す
。）

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に
、市
で
は
様
々
な
医
療
費
の
助
成
、

産
前
産
後
の
ケ
ア
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。２.

妊
娠
し
た
ら

◇
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
つ
い
て
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、健
康
診
査
や
予
防

接
種
の
結
果
を
記
録
す
る
母
子
の
健
康

管
理
に
大
切
な
も
の
で
す
。

◇
妊
産
婦
医
療
費
助
成

　

妊
産
婦
が
、病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
医

療
機
関
に
か
か
っ
た
場
合
、支
払
っ
た

費
用（
保
険
診
療
分
）を
助
成
し
ま
す
。

◇
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
の
交
付

　

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
受
診
に
つ
い

て
、受
診
票
を
交
付
し
、産
前　

回
及
び

14

産
後
１
ヶ
月
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

◇
妊
婦
、産
後
マ
マ
サ
ロ
ン

　

産
前
産
後
の
お
友
達
作
り
や
情
報
交

換
の
場
と
し
て
、毎
回
テ
ー
マ
を
決
め

て
行
い
ま
す
。現
在
、妊
婦
向
け
の
教
室

の
他
に
、産
後
の
お
母
さ
ん
向
け
の
ヨ

ガ
や
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室
な
ど
を
開

い
て
い
ま
す
。

母子健康手帳。

自力整体（産後サロンより）。

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら

１.

出
生
届

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
日
を
含
め
て　
14

日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

２.

手
当
・
医
療
費

◇
こ
ど
も
医
療
費
助
成

　

中
学
３
年
生
の
年
度
末
ま
で
病
気
や

　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
手
続
き
や
手
当
、医
療
費
、健
康
診
査
な
ど
の
支
援

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ケ
ガ
で
健
康
保
険
が
適
用
に
な
る
診
療

を
受
け
た
場
合
、医
療
費（
保
険
診
療
分
）

及
び
入
院
時
食
事
療
養
費
を
市
が
助
成

す
る
制
度
で
す
。県
内
医
療
機
関
の
窓

口
で
の
保
険
診
療
分
医
療
費
の
自
己
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
現
物
給
付
）

　夫や夫の両親の協力もあり、今まで、子育てに関してそんなに辛いと
思ったことはありませんでしたが、思い返すと、　人目が生まれたときが1
一番大変だったかもしれません。京都出身の私は、那須烏山市に来て、土
地勘もなければ話す相手も家族だけで、とても狭い環境で過ごしてきま
した。当時は、慣れないことばかりで家のことをしながら子どもを外に連
れて行く余裕もありませんでした。
　でも、上の子が　歳になるくらいから、こども館や市が開いている栄養2
相談、妊婦サロンなどに行くようになって考え方がガラリと変わりまし
た。同じような子育て中のママさんから、子どもが病気になったときのこ
とや出先でのトラブルなど、自分が経験したことない話が聞けたり、悩ん
でいることを共感してもらったりと、いつの間にか友達も増え、ストレス
発散ができていました。今では、そういった場に行くことがリフレッシュ
の一つになっています。もちろん、大人だけでなく、子どもたちも楽しく
遊べて満足しているようです。これからも、様々なイベントに参加して、
楽しく子育てしたいなと思います。

わ
が
家
の

子
育
て
レ
ポ
ー
ト

ままレポート

熊田　小野寺礼子さん

あさあさみみちゃちゃんん
（6歳4ヶ月（6歳4ヶ月））

まひまひるるちゃちゃんん
（4歳2ヶ月（4歳2ヶ月））

ゆうゆうりりちゃちゃんん
（1歳11ヶ月（1歳11ヶ月））
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赤ちゃん訪問より。

◇
児
童
手
当
・
特
例
給
付

　

中
学
３
年
生
の
年
度
末
ま
で
の
生
徒

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す

（
所
得
制
限
あ
り
、公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の

手
続
き
が
必
要
）。出
生
や
転
入
の
翌
日
か

ら　

日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

15
い
。

3.

健
康
診
査
・
各
種
予
防
接
種
な
ど

◇
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
・
発
達
に
つ
い
て
、保

健
師
・
助
産
師
が
自
宅
に
伺
い
体
重
の
計

測
や
悩
み
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
乳
幼
児
健
診
・
相
談

　

お
子
さ
ん
が
順
調
に
発
育
・
発
達
し

て
い
る
か
計
測
や
医
師
診
察
、育
児
相

談
、栄
養
相
談
な
ど
行
い
状
況
を
観
察

し
ま
す
。

◇
歯
科
保
健
事
業

　

虫
歯
予
防
の
た
め
に
、歯
の
健
康
相

談
及
び
フ
ッ
素
塗
布
を
行
い
ま
す
。

◇
予
防
接
種
費
用
の
助
成

　

ヒ
ブ（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
b
型
）、小
児

用
肺
炎
球
菌
、四
種
混
合
、二
種
混
合
、

B
C
G
、麻
し
ん
風
し
ん
混
合
、水
ぼ
う

そ
う
、日
本
脳
炎
、子
宮
頸
が
ん
予
防
、

B
型
肝
炎
な
ど
の
定
期
予
防
接
種
の
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

4か月児健診より。

■届出期間
　生まれた日から14日以内
　※正当な理由なく、提出期限の14日以内に出生届をしなかった場合は、
戸籍法第135条により、5万円以下の罰金を受ける場合があります。

■届出先
　・父母の本籍地 ・届出人の住所地 ・出生地 
■届出人
　・父または母
■届出に必要なもの
　・出生届書（医師、助産師の証明が必要） ・母子健康手帳
　・印鑑 ・国民健康保険証（国保加入世帯のみ）
■提出する窓口
　・市民課市民窓口（烏山庁舎）　緯0287－83－1116
　・市民課総合窓口（南那須庁舎）緯0287－88－0870

◇
　こども医療費助成や児童手当・特例給付などの手続きは、保健福祉セン
ター内のこども課のほか、市民課市民窓口（烏山庁舎）でも行うことが可
能です。お気軽にご相談ください。

出生届の出し方

　子育てに関しては、ママに頭が上がりません。子どもがぐずった時、機
嫌が悪い時、夜寝かせる時、「ママがいい～」と言われてしまい、がっかり
することもしばしば…。女の子の気持ちを分かってあげるのは難しいで
すね。たまにどう接していいか分からなくなります。
　普段、私は、宇都宮市で介護関係の仕事をしています。休みは週に　日。2
妻も子どもたちが幼稚園に行っている間は、仕事に出ています。平日休み
の日は、幼稚園の送り迎えをしたり、休日には、家族で公園や買い物に
行ったりします。正直、どこのお父さんもやっているようなことしかして
いませんが…、休みの日は必ず家族と一緒に過ごしています。
　子育てしていて思うことは、大きな公園が少ないことですかね？全く
ないわけではありませんが、自転車に乗る練習やボールを使った遊びが
広々とできるような広場が身近にあるといいなと…。ただ、那須烏山市は
子育てしやすいと思います。近くにも県外から引っ越して来た人もいま
すし、そこまで困ることもなく、過ごしやすいです。あとは、パパとして娘
たちの女心が分かってあげられるよう努力したいと思います。

ぱぱレポート

城東　松田裕亮さん

莉莉緒緒ちゃちゃんん
（5歳2ヶ月（5歳2ヶ月））

莉莉心心ちゃちゃんん
（3歳2ヶ月（3歳2ヶ月））

◆特集◆ 那須烏山で子育てしよう。
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子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

１.

親
子
で
集
え
る
場

◇
こ
ど
も
館

　

広
い
室
内
に
は
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
滑
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ

な
ど
の
遊
具
が
あ
り
、親
子
が
自
由
に

触
れ
合
え
る
施
設
で
す
。歌
を
歌
っ
た

り
踊
っ
た
り
、調
理
体
験
な
ど
様
々
な

親
子
活
動
の
事
業
を
年
間
を
と
お
し
て

開
い
て
い
ま
す
。

■
開
館
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

■
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始（　
12

月　

日
～
1
月
3
日
）

28

■
問
合

こ
ど
も
館

緯
0
2
8
7－

　

－

0
2
8
1

80

親
子
で
楽
し
め
る
場
が
あ
り
ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

お
子
さ
ん
と
保
護
者
た
ち
の
遊
び
と

情
報
交
換
の
場
で
す
。専
門
の
講
師
を

招
い
た
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
や
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
、親
子
で
活
動
で
き
る
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。　

■
開
館
時
間

　

午
前
の
部
：
午
前
9
時
～
正
午

　

午
後
の
部
：
午
後
1
時　

分
～
4
時

30

■
休
館
日

土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
。年
末
年
始

（　

月　

日
～
1
月
3
日
）

12

28

■
問
合

に
こ
に
こ
保
育
園
内

緯
0
2
8
7－

　

－

5
1
5
1

88

◇
図
書
館

　

図
書
館
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
絵
本
の

世
界
で
遊
ぶ
の
も
楽
し
み
の
1
つ
で
す
。

毎
月
、子
ど
も
の
た
め
の
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
お
た
の
し
み
会
を
開
い
て
い

ま
す
。

■
開
館
時
間

　

午
前
9
時　

分
～
午
後
7
時

30

■
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
年
末
年
始（　
月　

日

12

30

～
1
月
3
日
）

■
問
合

　

南
那
須
図
書
館

緯
0
2
8
7－

　

－

2
7
4
8

88

　

烏
山
図
書
館

緯
0
2
8
7－

　

－

3
0
6
2

82

こども館ハッピー感謝デイより。

ボランティアによる絵本の読み聞かせ（図書館まつりより）。

　私たちには、孫が　人います。家も隣同士で、毎朝、朝食の時間になると、2
孫の奏來が元気よく私たちの家を訪ねてきます。子どもたち夫婦は共働
きなので、幼稚園の送り迎えは私たちの仕事です。帰ってきてからも夕食、
お風呂は一緒に。だから、幼稚園と寝るとき以外は孫と一緒に過ごしてい
ます。休みの日には、おじいちゃんと一緒に電車やバスに乗って出かけた
り、こども館や図書館なんかにも行ったりします。家の中にずっといたら、
変化がなくてかわいそうですからね…。出歩いていると、普段はあまり話
す機会のない若いママとも話すことができて新鮮な気分になります。こ
うやって孫を中心にいろんな人とつながれるのは嬉しいことです。
　私たちも昔は共働きだったので、自分たちが子育てしている時には、子
どもたちと一緒にいる時間が少なく、成長の場面に出くわすことがなか
なかできませんでした。今は、毎日のように孫と一緒にいて、責任を感じ
ることもありますが、成長ぶりをその場で見ることができて楽しいです。
これからも、私たちが元気なうちは頑張りたいなと思います。

じぃ・ばぁレポート
南1丁目
髙野千恵子さん・博さん

阿久津奏阿久津奏來來くんくん
（3歳9ヶ月（3歳9ヶ月））

ベビーダンス（子育て支援センターより）。
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2.

子
育
て
相
談

◇
子
育
て
相
談

　

子
育
て
中
の
保
護
者
を
対
象
に
、

様
々
な
悩
み
や
心
配
事
を
各
施
設（
こ

ど
も
課
・
こ
ど
も
館
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

学
校
教
育
課
）で
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

◇
離
乳
食
相
談
・
教
室

　

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
を
対
象
に
、

栄
養
士
や
保
健
師
が
奇
数
月
に
個
別
相

談
、偶
数
月
に
月
齢
に
合
わ
せ
た
離
乳

食
の
す
す
め
方
に
関
す
る
教
室
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
、午
前
9
時
～　

時
の

11

間
、1
人
に
つ
き
約
1
時
間
程
度
で
、費

用
は
無
料
。決
め
ら
れ
た
日
程
の
5
日

前
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。教
室
に

つ
い
て
は
、広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◇
発
達
相
談

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
烏
山
支
所
内
に

あ
る「
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
・
く
れ
よ
ん

ホ
ー
ム
」で
、お
子
さ
ん
の
言
葉
の
発
達
や

関
わ
り
方
の
相
談
を
受
け
ま
す
。費
用 離乳食教室より。

　私たち、家庭教育オピニオンリーダーは、保護者の相談に乗ったり、子どもたちの遊びをと
おしてコミュニティづくりをしたり、子育て支援をメインに活動する団体です。メンバーは、
ほとんどが子育てを終えた世代で、現在、約20人。全員が約　年間の研修を受け、オピニオン1
リーダーとして活動しています。主な活動は、未就学児までを対象としたこども館の事業「ひ
まわりきっず」の企画運営です。今年は、お祭りの時期に合わせたみこし担ぎや、消防署の見学
などをしました。10月には、りんご狩りも企画しています。年々、参加者も増えてきてはいま
すが、こういった子育て支援や活動を知っている人はまだまだ少ないと思います。

地域の子育て達人
レポート

は
無
料
。電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
烏
山
支
所

　

緯
0
2
8
7－

　

－

1
2
9
4

84

3.

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業

　

平
成　

年
度
か
ら
、フ
ァ
ミ
リ
ー・サ

27

ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、子
育
て
の
援
助
を
し

て
ほ
し
い
保
護
者
が「
依
頼
会
員
」、子

育
て
の
手
伝
い
を
し
た
い
人
が「
援
助

会
員
」と
し
て
登
録
し
、セ
ン
タ
ー
事
務

局
が
そ
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、会
員
同

士
が
地
域
の
中
で
子
ど
も
の
世
話
を
有

料
で
相
互
に
援
助
し
合
う
も
の
で
す

（
図
1
参
照
）。多
く
の
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
こ
ど
も
館

緯
0
2
8
7－

　

－

0
2
8
1

80

図1：ファミリーサポートセンターの事業の流れ

◆特集◆ 那須烏山で子育てしよう。

ファミリー・サポート・
センター

（こども館内）

援助会員依頼会員

③事前打ち合わせ

①
利
用
申
し
込
み

②
援
助
の
依
頼

④援助活動を実施

⑤料金の支払い

　市では、毎月2回（1日・15日）に那須烏山市のイ
ベント情報を掲載した「広報お知らせ版」を発行し
ています。お知らせ版には、子育てに関するイベン
トや相談事業、その他の行政情報などを掲載してい
ますので、ぜひご覧いただき気軽にご参加ください。

子育てに関するイベントや相談は
広報お知らせ版でご確認ください！

家庭教育
オピニオンリーダー代表

神長　佐竹京子さん

　子育ては、一人で抱え込まず、上手く地域の人を頼る
ことも必要です。環境的には、自分が子育てをしていた
時よりも、こういった活動をしている人は増えている
し、保護者の交流の場も増え、良くなっていると思いま
す。一方で、地域間のコミュニティはずいぶんと希薄化
しているような気がします。私たちオピニオンリー
ダーも含め、地域で子どもたちを見守れる環境づくり
をしていかなければいけないなと感じます。



8広報なすからすやま ２０１6.10

　

市
で
は
、子
育
て
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、平
成　

年
ま
で
に「
子
育
て

32

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

こ
れ
か
ら
こ
ん
な
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本

方
針
」（
平
成　

年
6
月　

日
閣
議
決
定
）

27

30

な
ど
に
お
い
て
、妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
ま
で
の
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
対
し
て
総
合
的
相
談
支
援
を
提

供
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点（「
子
育

て
世
代
支
援
セ
ン
タ
ー
」）と
し
て
、平
成

　

年
ま
で
に
整
備
を
し
て
い
く
こ
と

32と
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

と
し
て
は
、①
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
ま
で
、地
域
の
特
性
に

応
じ
、「
専
門
的
な
知
見
」と「
当
事
者

目
線
」の
両
方
の
視
点
を
生
か
し
、必

要
な
情
報
を
共
有
し
て
、切
れ
目
な

く
支
援
す
る
こ
と
②
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

相
談
窓
口
に
お
い
て
、妊
産
婦
、子
育

て
家
庭
の
個
別
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た

上
で
、情
報
提
供
、相
談
支
援
を
行
い
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
利
用
で

き
る
よ
う
、き
め
細
か
く
支
援
す
る

こ
と（
利
用
者
支
援
事
業
の「
利
用
者
支

援
」機
能
）③
地
域
の
様
々
な
関
係
機

関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

必
要
に
応
じ
社
会
資
源
の
開
発
な
ど

を
行
う
こ
と（
利
用
者
支
援
事
業
の「
地

域
連
携
」機
能
）の
3
つ
で
す
。

地
域
で
ふ
れ
あ
い
子
育
て
や
っ
て
ま
す
！

　

市
で
は
、地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
し
て
い
く
た
め
に
、様
々
な
催
し
を
開
い

て
い
ま
す
。そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

■
思
春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

　

市
で
は
、市
内
の
中
学
3
年
生
を
対
象
に「
思
春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
」

を
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、生
徒
が
乳
児
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
命
の
尊

さ
や
他
人
へ
の
思
い
や
り
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
た
り
、出
産
を
終
え
た
マ

マ
た
ち
が
体
験
談
な
ど
を
話
し
た
り
と
、生
徒
、赤
ち
ゃ
ん
、マ
マ
の
交
流
を

深
め
る
教
室
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
抱
っ
こ
体
験
や
専
用
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
た
妊
婦
疑
似
体

験
な
ど
も
行
い
ま
す
。

■
食
育
教
室

　

保
健
師
と
栄
養
士
に
よ
る
食

育
教
室
を
定
期
的
に
開
い
て
い

る
ほ
か
、市
内
の
幼
稚
園
や
保

育
園
、小
・
中
学
校
に
出
向
く

「
出
前
食
育
教
室
」を
開
い
て
い

ま
す
。

　

教
室
で
は
、バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
や
朝
・
昼
・
晩
に
3
食
食

べ
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
伝

え
ま
す
。

思春期ふれあい体験教室（烏山中）。食育教室（にこにこ保育園）。

　　　　支援の例

子 育 て 期

⑩子育て中の親子が相互交流を行
う場所での相談、情報提供等（地
域子育て支援拠点事業）

⑪家庭での養育が一時的に困難に
なった子どもに関する不定期の預か
りサービス（一時預かり、ファミリー・
サポート・センター事業、ショートステ
イ・トワイライトステイ事業）

⑫保護者の就労状況等に応じた認
定こども園、幼稚園、保育所、家
庭的保育事業等の利用

⑬児童虐待の発生予防、早期発見・
早期対応、子どもの保護・支援・
保護者支援

⑭疾病や障がいのある子どもの支援

出 産 直 後

⑤産前・産後サポート事業等による、助産師等
の専門家による相談支援や、子育て経験者
など「話し相手」等による相談支援（再掲）

⑥産後ケア事業による、出産直後の母子への
心身のケアや育児のサポート

⑦乳幼児健康診査、新生児訪問等による保健
指導・支援

⑧生後4か月までに、乳児のいる全ての家庭を
訪問し、子育て支援に関する情報提供や養
育環境等を把握（乳児家庭全戸訪問事業）

⑨⑧の状況把握等を踏まえ、養育支援が特に必
要な家庭に対して、その居宅を訪問し、養育に関
する指導・助言等を行うことにより、当該家庭の
適切な養育の実施を確保（養育支援訪問事業）
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◆特集◆ 那須烏山で子育てしよう。

　

ま
た
、妊
娠
期
・
出
産
直
後
・
子
育

て
期
の
各
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
て
、地

域
の
関
係
機
関
が
連
携
し
た
切
れ
目

な
い
支
援
が
で
き
る
よ
う
、必
要
な

情
報
を
共
有
し
、自
ら
支
援
を
行
い
、

ま
た
は
関
係
機
関
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
行
い
ま
す（
図
2
参
照
）。

　

本
市
で
も
、地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
な
が
ら
同
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向

け
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
の
里
と
子
育
て
世
帯
交
流
事
業

　

地
域
が
子
育
て
世
帯
の
た
め
に
支

援
で
き
る
機
会
を
設
け
よ
う
と
、ふ

れ
あ
い
の
里
を
利
用
す
る
お
年
寄
り

と
子
ど
も
が
交
流
を
す
る
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

8
月　

日
昇
に
は
、大
木
須
ふ
れ
あ

23

い
の
里
で
交
流
が
行
わ
れ
、輪
投
げ
や

お
手
玉
と
い
っ
た
昔
遊
び
の
ほ
か
、農

作
物
の
収
穫
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日
掌
に
は
、大
桶
・

10

30

白
久
ふ
れ
あ
い
の
里
で
交
流
事
業
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

大木須ふれあいの里での交流事業。

　

近
年
、女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、男
女
の
区
別
な
く
重
要
な
役
割
を
担
う

時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。結
婚
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、子
ど
も
を
い
つ
、何
人

も
つ
か
な
ど
、自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日　

時　
　

月　

日
松

10

29

　
　
　
　
　

受
付
：
午
前
9
時　

分
～　

講
演
：
午
前　

時
～

30

10

■
講　

師　

中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
師
長
、不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　

浜
崎
京
子
氏

■
会　

場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

妊
娠
の
成
立
、不
妊
に
つ
い
て
な
ど
、今
で
き
る
こ
と
・
す
べ
き

　
　
　
　
　

こ
と

■
参
加
費　

無
料

■
申　

込　
　

月　

日
昇
ま
で
に
電
話
に
て
申
し
込
む

10

25

　
　
　
　
　

こ
ど
も
課
緯
0
2
8
7－

　

－

7
1
1
6

88

■
イ
ベ
ン
ト
情
報

妊
婦
サ
ロ
ン「
特
別
講
演
会
」

妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　今回の特集「LET'S ENJOY
竃KOSODATE！那須烏山で
子育てしよう。」では、子育て
中のママやパパ、おじい
ちゃん、おばあちゃんのイ
ンタビューから、楽しんで子
育てをしている一方で、子
どもとどう接すればいいか
悩んだり、責任を感じたりし
ていることが分かりました。でも、その悩みを持つことって普通のことなの
かもしれません。なぜなら、初めから上手くいくことなんてないのだから…。
　子育てが大変で息詰まることって誰にでもあると思います。そんな時
に、「つらい！」と身近な人に相談してみてください。ひとりで悩みを抱え
込まないでください。完璧な親なんていません。だから、ゆっくりと「ゆと
り」をもって子育てに向き合うしかないのです。
　悩みを抱えている人は、家から一歩、外に出てみてください。紹介した
「こども館」や「子育て支援センター」などの施設を利用してみましょう。
一言、「こんにちは」と言ってみましょう。きっと、悩みを解決するヒント
が見つかるはずです。
　また、子育ては、地域のみなさんの協力が必要不可欠です。もし、身近に
子育てに疲れ悩んでいる人がいたら、声をかけてあげてください。話を聞
いてあげてください。安心して子育てができ、子どもたちが健全に育つこ
とができるよう環境をつくるのは、私たち一人ひとりです。地域がひとつ
になって助け合い、そして、支え合っていけるような子育て環境をつくっ
ていきましょう。

地域のみなさんの協力が必要です！
助け合い・支え合いの子育てを目指して

図2：各ステージで必要となる　　　　

妊　娠　期

①妊娠届出の機会に面談を行う
など、全ての妊産婦等の状況を
継続的に把握

②心身の不調により手厚い支援を要する
者等について、関係機関と協力して支
援プランを策定

③産前・産後サポート事業等による、助産
師等の専門家による相談支援や、子育
て経験者など「話し相手」等による相談
支援の実施

④妊婦健康診査、母親
学級等の場での妊
婦に対する保健指
導・支援
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第 4回 市 議 会

　

平
成　

年
第
4
回
市
議
会
9
月
定
例
会
が
9
月
6
日
昇
か
ら　

日
昇
ま
で
の　

日
間
の
日
程
で

28

20

15

開
か
れ
、平
成　

年
度
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
、人
事
案
な
ど
7
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決

28

さ
れ
、2
件
を
報
告
し
ま
し
た
。ま
た
、　

年
度
の
9
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
た
ほ
か
、市
議
会
議

27

長
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
請
願
書
3
件
の
う
ち
2
件
が
採
択
さ
れ
、1
件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し

た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
、議
会
事
務
局
緯
0
2
8
7－

　

－

7
1
1
4
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

88

　

一
般
会
計
と
7
つ
の
特
別
会
計
及
び
企
業

会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。詳
し
く

は
、　

～　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12

14

　

年
度
の
決
算
認
定

27

平
成

年
度
の
決
算
を
認
定

27

　

年
度
一
般
会
計
は
1
1
7
億　

万
3
千
円
に

28

3519

万
円
、観
光
振
興
費
と
し
て
、烏
山
の
山
あ
げ

行
事
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
控

え
、観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
増
刷
や
祝
賀
イ
ベ

ン
ト
の
経
費
4
7
8
万
4
千
円
、国
見
緑
地

公
園
内
施
設
整
備
費
と
し
て
サ
ン
ラ
イ
ズ
国

見
宿
泊
施
設
等
の
解
体
に
係
る
経
費
3
3
3

3
万
2
千
円
、道
路
維
持
費
と
し
て
道
路
施

設
等
に
係
る
維
持
補
修
業
務
委
託
や
工
事
費

等
4
2
9
7
万
8
千
円
、道
路
整
備
費
と
し

て
着
手
済
路
線
の
継
続
分
や
各
地
域
か
ら
要

望
の
あ
っ
た
整
備
箇
所
の
調
査
費
等
2
7
8

0
万
円
、烏
山
中
学
校
施
設
整
備
費
と
し
て

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修

工
事
費
4
8
2
万
円
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の

29

33

「
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
事

業
」、「
図
書
館
指
定
管
理
委
託
」に
つ
い
て
、

債
務
負
担
行
為
を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。

○
特
別
会
計

　

介
護
保
険
は
、前
年
度
の
保
険
給
付
費
、地

域
支
援
事
業
費
の
実
績
に
基
づ
く
国
、県
支

烏山の山あげ行事のユネスコ無形文化遺産への
登録に控え、様々な事業を展開します。

○
一
般
会
計

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
・
歳

28

出
を
そ
れ
ぞ
れ
1
億
9
5
0
8
万
4
千
円
増

額
し
、補
正
後
の
予
算
総
額
を
1
1
7
億
3

5
1
9
万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、財
務
シ
ス
テ
ム
管
理
費
と

し
て
、新
地
方
公
会
計
制
度
の
財
務
書
類
作

成
に
向
け
た
国
の
標
準
ソ
フ
ト
導
入
に
係
る

経
費
2
5
6
万
3
千
円
、市
有
財
産
管
理
費

と
し
て
、電
気
自
動
車
の
急
速
充
電
器
を
整

備
す
る
た
め
の
費
用
等
5
6
1
万
8
千
円
、

　

烏
山
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
費
と

JRし
て
沿
線
各
駅
を
機
軸
と
し
た「
七
福
神
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」推
進
の
た
め
の
経
費
3
1
0

　

年
度
の
補
正
予
算

28

出
金
等
の
精
査
に
伴
う
償
還
金
な
ど
3
4
9

5
万
2
千
円
を
増
額
し
、　

億
8
6
9
5
万

25

2
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、人
事
異
動
に
伴
う
職

員
人
件
費
及
び
上
境
地
内
配
水
管
布
設
替
工

事
の
設
計
精
査
な
ど
、6
7
5
万
円
を
増
額

し
、1
億
1
5
1
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

児
童
福
祉
法
第　

条
の
8
の
2
第
1
項
の

34

規
定
に
基
づ
き
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
基

準
定
員
及
び
基
準
面
積
に
つ
い
て
、国
が
認

め
る
経
過
措
置
を
適
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
特
例
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
た
め
、「
市

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」を
一
部

改
正
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

　

平
成　

年　

月　

日
で
任
期
満
了
と
な
る

28

11

19

澤
村
豊
純
氏
を
引
続
き
、市
教
育
委
員
会
委

員
に
任
命
し
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
委
員
の
人
事

・
災
害
に
よ
る
財
産
の
損
害
に
対
す
る
相
互

救
済
事
業
の
委
託
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法

第
2
6
3
条
の
2
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
、

公
益
社
団
法
人
全
国
市
有
物
件
災
害
共
済
会
、

議
決
事
項
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・
一
般
財
団
法
人
那
須
烏
山
市
農
業
公
社
の

そ
の
他

公
益
社
団
法
人
全
国
公
営
住
宅
火
災
共
済
機

構
ま
た
は
一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
が

行
う
相
互
救
済
事
業
に
加
入
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

・
平
成　

年
度
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益

27

剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
、平
成　

年
の
未

27

処
分
利
益
剰
余
金
の
当
年
度
末
残
高
2
億
2

1
5
7
万
1
7
6
2
円
の
う
ち
5
4
0
万
円

を
減
債
積
立
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

平
成　

年
度
の
経
営
状
況
説
明
書
と
那
須
烏

27

山
市
の
平
成　

年
度
健
全
化
判
断
比
率
及
び

27

資
金
不
足
比
率（
詳
し
く
は　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に

14

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

・
市
議
会
議
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
請
願
書

3
件
の
う
ち
、「
烏
山
郵
便
局
北
側（
都
市
計

画
街
路
新
道
線　

烏
山
廃
線
敷
ま
で
）の
水

JR

路
の
暗
渠
工
事
に
関
す
る
請
願
書
」と
、「
小

志
鳥
地
区
農
業
用
水
路
の
早
期
復
旧
に
つ
い

て
」の
2
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、残
り

1
件
に
つい
て
は
、継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

第
8
回
教
育
委
員
会（
7
月　

日（
金
））

22

○
平
成　

年
度
使
用
小
学
校
用
及
び
中
学
校

29

用
並
び
に
小
中
学
校
特
別
支
援
学
級
用
教

科
用
図
書
を
採
択

第
9
回
教
育
委
員
会（
8
月　

日（
金
））

19

○
平
成　

年
度
那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
点

27

検
・
評
価
報
告
を
承
認

○
平
成　

年
度
那
須
烏
山
市
教
育
費
予
算
の

28

補
正
を
決
定

平成28年12月1日から
衣類等の洗濯表示が変わります！

基本記号

家庭洗濯

〈強さ〉

〈温度〉

低い 高い

〈禁止〉
線なし
通常 弱い 非常に弱い

漂白

アイロン クリーニング

乾燥

付加記号

②参考情報が簡単な用語で付記される場合があります。（付記用語）
　記号だけでは伝えられない情報は、簡単な言葉で記号の近くに記載さ
れる場合があります。
　例）「洗濯ネット使用」「裏返しにして洗う」「弱く絞る」「あて布使用」
③表示は取扱い方の上限を表しています。
　表示よりも強い作用や高い温度での洗濯やアイロン掛けは、衣類にダ
メージを与える可能性があります。

◇
　詳しくは、消費者庁ホームページをご覧ください。
■問合せ先　市消費生活センター　緯0287−83−1014

第　

回
教
育
委
員
会（
9
月　

日（
金
））

10

23

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

▼
そ
の
他
の
出
席

・
8
月
3
日
昌　

こ
ど
も
議
会

・
8
月　

日
昌　

中
学
生
広
島
平
和
記
念
式

24

典
派
遣
事
業（
広
島
市
）報

告
会

・
9
月　

日
松　
荒
川
小
学
校
秋
季
大
運
動
会

24

液温は、40℃を限度とし、洗濯
機で弱い洗濯処理ができる。

底面温度 200℃を限度として
アイロン仕上げ処理ができる。

ドライクリーニング処理ができな
い。

日陰での平干し乾燥がよい。

那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
会
報

年
度『
第
2
四
半
期
』7
月
～
9
月

28

　平成28年12月　日から、衣類等の繊維製品に付記されている洗濯表1
示が新しくなります。
　絵記号の種類が22種類から41種類に増え、より細かな内容を表示す
ることができるようになります。
　新しい絵記号は、国際規格（ISO3758）と同じで、国内外で表示が統一
されますので、消費者が衣類等を購入する際の利便性が高まることが期
待されています。

■新しい洗濯表示のポイント
①「基本記号」と「付加記号」や「数字」の組み合わせで構成されます。

表示例


